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I ■廃棄物処理基準に従つて行う廃棄物の焼却

<廃棄物焼却炉の構造基準 >

燃焼ガスの温度が800℃
以上の状態で廃棄物を焼
却できるものであること

R権畢萎

①空気取入口及び煙突の先端以外に焼却

設備内と外気とが接することなく、燃焼

室において発生するガスの温度が摂氏

800度以上の状態で、廃棄物を焼却で

きるものであること。

②燃焼に必要な量の空気の通風が行われ

るものであること。

③燃焼室内において廃棄物が燃焼してい

るときに、燃焼室に廃棄物を投入する場

合には、外気と遮断された状態で、定

量ずつ廃棄物を燃焼室に投入すること

ができるものであること。

④燃焼室中の燃焼ガスの温度を測定する

ための装置が設けられていること。

⑤燃焼ガス燃焼ガスの温度を保つために

必要な助燃装置が設けられていること。

1.煙突から大炎または
黒煙が排出されない
こと

2.焼却灰及び未燃物が
飛散しないようにす
ること

温度計が設けられて
いること

※焼却炉の規模(焼却能力。大格子面積 )に関係ありません。

■■■■ 焼却禁止の例外となる廃棄物の焼却
他の法令又はこれに基づく処分により行う廃棄物の焼却
①森林病害虫等防除法による駆除命令に基づく森林病害虫の付着している枝条又は樹皮の焼去「
②家畜伝染病予防法に基づく患畜又は擬似患畜の死体の焼却など

2.公益上若しくは社会の習慣上やむを得ないもの又は周辺地域の生活環境に与える影響が軽微で
あるものとして政令で定めるもの

①国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
・河川管理者による河川管理を行うための伐採した草木等の焼去日、海岸管理者による海岸の管理を行うた
めの漂着物等の焼却など。

②震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却
・凍霜害防止のための稲わらの焼去「 (廃タイヤによる焼去日は禁止)、 災害時における木くず等の焼却、道路
管理のために剪定した枝条等の焼却など。

③風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
。「どんと焼き」等の地域の行事における不要となった門松、しめ縄等の焼去口など。

④農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
・農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝条等の焼去「、漁業者が行う魚網に付着した海産
物の焼却など。 (廃ビニールの焼去「は禁止)

⑤たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
。たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の本くず等の焼却など。

問い合せ先>千葉市環境局 資源循環部 産業廃棄物指導課 TEL.043… 245‐ 5684


